
令和4年3月10日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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B

81.6%であった。昨年度よりも6％と下回った。
〇昨年度よりは、制限のある中でも以前のような
体育の授業に近い内容の学習ができた。
〇マラソンタイムは、感染状況を考えて実施でき
なかったが、全学級では長なわ跳びを体育の授
業の中で取り組むことができた。学級によっては
記録を伸ばすことを励みに練習する姿も見られ
た。
〇食育に関しては給食のメニュー改善や委員会
活動による食に関する放送などを通して、児童の
意識は高まってきた。
●昨年度同様、感染症対策として休み時間の校
庭遊びを上学年と下学年に分けて行っている。そ
のため、体を動かす時間が短くなってしまってい
ることが、児童にとっては満足のいく運動量に
なっていないと思われる。年度途中から、学級ご
との体育館遊びも取り入れるようにした。少しでも
児童が体を動かして遊べる機会を増やしていけ
るようにいてく。
●リモートの集会でも、室内で一人でできる運動
なども取り入れて次年度は実施していく。
●マラソンタイムやかけっこクラブは昨年に引き
続き感染拡大防止のため実施できなかった。次
年度は違う内容も検討していきたい。

保護者アンケートで「学
校は、学習環境が整っ
ている」に肯定的な回

答

児童アンケートで「元気
よく遊ぶなど、進んで体
を動かしていますか」に

肯定的な回答
Ａ

児童アンケートで「授業
はよくわかりますか」に

肯定的な回答

1

4

Ｂ

３：

70%
以上

２：

60%
以上

４：

80%
以上

４：

80%
以上

３：

70%
以上

２：

60%
以上

保護者アンケートで「学
校は、学校行事などに
地域の協力を得てい
る」に肯定的な回答

目標に対する成果指標

２：

60%
以上

４：

80%
以上

4

1
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学校関係者記入欄
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3

令和３年度　大田区立おなづか小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〇児童数４４３名（３月１０日現在）　学級数１４学級　サポートルーム拠点校
〇学校全体は落ち着いた雰囲気である。
〇校内研究では「児童の自己肯定感や自信を育む授業～基礎学力の定着を目指し、わかった／できたと感じられる授業づくり～」というテーマを掲げ、体育科と算数科で取り組んでいる。
〇家庭学習の充実を図り、「家庭学習推進週間」を学期に1週間ずつ設けて取り組んでいる。

児童アンケートで「自分
にはよいところがあると
思いますか」に肯定的

な回答

6

3

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。
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り

生活指導の情報交換、不登校対策、自殺
予防のために学期1回以上ケース会議を
開き児童を支援する。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

86.9%であった。昨年度よりも3％下
回った。
〇保護者と地域の方の登校時の見守
りは例年通り実施していただいた。
〇中学校での体験授業は、感染対策
をしっかりとって実施できた。教員の
小中一貫の会も例年通り実施できた。
〇幼保との連携は実施する方向で進
めていたが直前に感染拡大したため
直接的な交流は行わないが、映像を
見てもらう形に変更した。できるだけ
繋がりがもてるように工夫した。
●行事やゲストティーチャーとして毎
年参加していただいていたが、今年度
も感染症防止対策としてお呼びするこ
とができなかった。
●幼保中とは連携を行っていたり夏
休みのわくわく講座に地域の方にご
協力いただいたりと、全く交流を行っ
ていなかった。しかし、保護者への発
信が十分でなかったので、取組や活
動が伝わっていなかった。次年度は
HPなどでの発信を積極的に行ってい
く。

◆おおむね評価しています。
◆コロナ禍の中、先生方も色々な面で大変だと思います。朝、
登校時、挨拶をちゃんと出来る子が増えてます。
◆登校の見守りをしていると、高学年の児童が1年生に気を配
る姿があり、成長を感じました。
◆地域教育連絡協議会で児童の情報を学校からもっと発信し
て欲しい。自治会長、民生児童委員等、児童の家庭を見守るこ
とができる立場にあるので守秘義務を確認しながら、注意すべ
き家庭のことなど伝えて欲しいと思っています。
◆コロナの為、保護者、地域の関わりが少なくなっています。感
染対策を取るのであれば校庭やリモートでの実施など検討頂き
たい。中止することは簡単であるが、どうしたら実施できるかと
来年度以降は考えて取り組んで頂きたい。
◆制限がある中で、運動会、学習発表会、公開授業などが行
われ、よかったと思います。学校側の配慮が見られました。
◆登校時の見守りは例年通りできた良かったと思います。た
だ、感染症対策で授業を始め、行事がほとんど中止になったの
は残念に思います。
◆コロナによる行事、イベントの中止が続いているが、不特定
多数の参加者が交流するイベント（お祭りなど）は止むを得ない
が、粗相でない卒業式、運動会などは感染リスクはそれほど高
くないようであり、実施について考えていくべきである。（３／２４
の卒業式の実施は評価したい。）
◆コロナのため、保護者、地域等の協力、交流が伝わらない等
は理解できます。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。
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4

３：

70%
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

保護者と連携した学習、学校公開、保護
者会を実施し、家庭との連携の充実を図
る。

4

4

２：

60%
以上

１：

60%
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

校内研究のテーマ副題「基礎学力の定着
を目指し、わかった／できたと感じられる
授業づくり～」を意識して授業改善に取り
組む。

１：

60%
未満

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

3

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

自己肯定感を育成するために、児童のよ
い所を認め個性を伸長するような声掛け
や指導を行う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

校内研究及び各種校内研修をもとに、新
学習指導要領の趣旨を踏まえた授業改善
に努める。

3

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

一人ひとりが目標を立てて、体力向上をね
らうように、マラソンタイムやなわとびカー
ドなどによる実践を行う。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

◆丁寧な指導を心がけていると思われます。
◆リモートで参加の児童と対面の授業の児童を平等で先生が
見ることは難しいと思うので、リモートが増えることがあればリ
モートクラスと対面クラスを分けるなどしてもよいのではないか
と感じます。小学生ではないがリモート授業を受けていた人の
感想として、内容の把握、集中度は対面に比べて随分下がると
のことでした。
◆タブレット端末導入により、各教科だけでなく、児童同士のコ
ミュニケーションの場として利用するなど効果的であると感じ
る。コロナで音楽の授業に制限があるのは理解できるが、出来
る範囲で工夫はできると思う。
◆授業に対する工夫が見られ、学力が向上したようです。
タブレットを使用することで、児童の情報活用能力の向上を図
ることは良いと思うが、基礎的な学力、特に書く力が低下しない
ように努めて欲しい。
◆到達度を知らせるのは、中間で一度できないか。

93.4%と高評価であった。昨年度より
も0.2％とわずかではあるが上回っ
た。
〇タブレット端末の活用が広がり、書く
ことや発言が苦手な児童も表現できる
機会が増えたことで、授業への参加
意欲の向上につながったのではない
かと考えられる。
〇算数や体育に関しては、校内研究
を通して、教師が授業に分かりやすい
手立てを取り入れたり、授業展開が楽
しくなるように工夫したりしたことで、児
童が「わかった」「できた」と感じられた
のではないか。
〇ミニテストを授業の始めに取り組む
学級が増え、スモールステップと学習
の確認を確実に行うことで理解度も高
められたと考えられる。
●全学級で短時間の（前時の）復習に
取り組むことを定着させていく。
●学習カルテや授業改善プランを有
効に生かすようにしていく。
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Ａ

Ｂ

Ｃ
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１：

60%
未満

◆心の問題の取り組みも良いと思います。
◆校門は8時に開門との事でしたが、もうその前に子供達が集
まってます。みな学校が楽しいのだと思います。先生は早く来な
いように声かけしているみたいですが、それでも来たい位楽し
いのでしょう。学校はそういう場であって欲しいです。
◆子供一人ひとりの良さを見つけ直接伝える「エールウィーク」
の取り組みは素晴らしい。今後も続けてほしいと思います。
◆小規模校なので、コロナ以前は他学年との交流は盛んで
あったと思うが、今年は制限もあり交流が行えなかったのは残
念であった。校庭、体育館などの広い場所で交流できる機会を
作ってあげて欲しい。
◆縦割りの交流ができていないのは非常に残念である。6年生
はリモートで下級生と交流したと聞いたが、やはり　ｆａｃｅ to fａ
ce　でコミュニケーションを取ることで得られる感覚があると思
う。感染症対策ということで片付けないで、もっと工夫をすべき
である。
◆授業において基礎学力定着の結果が出たのは良いように思
います。感染症対策においては臨機応変にやっていただきたい
です。

◆コロナまん延のさ中で仕方ない部分もかなりあると思いま
す。
◆運動会は子供達がとても頑張って競技、演技をしていまし
た。自分達の親だけでなく、沢山の方に見て頂けるように早くな
る事を願ってます。
◆運動会では、はつらつとした演技がみられ、練習の成果がよ
く出ていたと思います。
◆2学期のコロナの感染状況が比較的落ち着いていた時期に
行事を工夫して実施されたことは良かったと思います。
◆外で行うマラソンやかけっこクラブはコロナ感染リスクは少な
いと思う。感染症に対する知識や理解を改めて整理し正しい情
報の元にできることを検討して欲しい。
◆体を動かすことが苦手な子供もいると思いますが、楽しく伸
び伸びと体を動かせることを望みます。
◆感染症対策で思うように体育の授業が行われなかった様子
がうかがえます。
◆以前に行われていた児童の早朝かけっこ教室は、コロナが
解消したら再開を検討してほしい。地域の人とのコミュニケー
ションも効果としてある

◆教員の皆様が、指導力向上へ研修会実施など努力されてい
る。
◆学習発表会の発表は、パソコンを使い、子供達だけで、素晴
らしい出来栄えで感激しました。授業参観では、子供達はちゃ
んと行儀良く聞き、しっかり答えて授業態度がとても良かったで
す。
◆校内のＯＪＴが計画的に行われていることは評価します。児
童も担任や限られた先生としか交流がないよりは、おなづかの
多くの先生と関わることで学こともあると思います。
◆新型コロナウイルス感染症まん延中にもかかわらず、防止対
策に関わっていたように思います。
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80.4%であった。昨年よりも5%上回り、
初めて80%以上となった。
〇校内研究で自己肯定感を高めるた
めに算数科と体育科で「児童の自己
肯定感や自信を育む授業～基礎学力
の定着を目指し、わかった／できたと
感じられる授業づくり」というテーマで
取り組んできた。
〇年2回の「エールウィーク」を通して、
児童のよい所に目を向けるだけでな
く、声掛けを教職員が行った。児童同
士での互いのよい所を認め合う活動
を取り入れた学年・学級があったこと
も効果的であった。
〇いじめ基本方針については、職員
間で定義等を確認する時間を設け、
意識を少し変えることができた。
●今年度も感染症対策のため、が縦
割りの交流がほとんどできなかった。
制限の中でできることや方法を考えて
きたが、十分とはいえる内容ではな
かった。今年度の反省を生かし、感染
拡大状況に応じて、臨機応変に計画
を変更しながら、できることを次年度
は増やしていく。
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4

94.7%であった。昨年と比較すると3.7
ポイント上回った。
〇今年度も 新型コロナ感染症防止対
策として消毒や給食時の対応などを
全職員で共通理解して取り組んでい
る。
〇校内OJT研修が以前よりも計画的
に行われるようになった。主幹教諭や
主任教諭が講師として若手教員へ研
修会を実施して指導力向上を目指す
取組が少しずつ定着化してきた。
●管理職による学期1回の観察授業
も学びの場となるよう、公開していくこ
との定着化させていく。

３：

70%
以上

２：

60%
以上

１：

60%
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

保護者アンケートで「特
色ある教育が行われて
いる」に肯定的な回答

４：

80%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

◆ＩＣＴ（タブレット）機器の使用が急速に進んでいます。児童と
教師の戸惑いがあると思います。世界中の趨勢で力を入れる
べきと考えます。
◆ホームぺージの学校生活の項目にある学校日記の更新が8
月以降ないのは残念である。更新は校長先生だけでなく、全教
員が携わるなどして学校の様子を公開して欲しい。
◆タブレット端末など、ＩＣＴ機器がそろっているのにまだ十分に
活用されていないように思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2
３：

70%
以上 Ｂ 5

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

2
１：

60%
未満

Ｄ
タブレットを日常的に活用し、プログラミン
グ教育をふまえた授業を行う

4

4

8１%であった。昨年と比較すると2.7ポ
イント下回った。
〇一人１台のタブレット端末が配布さ
れ、低学年から操作に慣れ親しむよう
な活動に取り組んでいる。
〇直接的な意見交換はもちろんのこと
ICTを活用した意見交流も取り入れら
れるようになってきた。
●今年度はHPの更新が滞ってしまい
学校からの情報発信が不十分であっ
たと反省する。
●学校評価アンケートを実施する前
に、学校の特色や今年度の教育活動
について保護者が評価しやすいような
情報を提供するよう努めていきたい。

Ａ 2


